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【基本方針】
　昨年の我が国経済は、円安や原油安、過去最高を更新した
インバウンドの恩恵もあり、総じて緩やかな回復基調が続
き、ようやく長期に渡る景気低迷に明るい兆しが見え始めま
した。
　一方で、新興国経済の景気減速や来年４月に予定されてい
る消費税率の再引き上げ、大筋合意に達した環太平洋パート
ナーシップ協定、マイナンバー制度の導入など、国内外の環
境の変化を伴う不透明感も増しており、本格的な景気回復に
向けてはいまだ予断を許さない状況が続いております。

　このような中、本年は、役員・議員改選の年であり、新体
制移行と同時に現任期の最終年度となります。この機会を総
まとめの時期として捉え、従前の事業総括に向けた評価をし
っかりと行い、円滑な新体制への移行と盤石な基盤づくりを
図って参ります。
　また、平成29年度には、刈谷商工会議所も創立65周年の
節目の年を迎えることから、地域経済の活性化・地域商工業
の振興の更なる飛躍に繋がる事業や活動が実効できるよう準
備を始めていきたいと考えております。

　その次年度に向けての、刈谷商工会議所の活動理念（スロ
ーガン）は、『地域から頼りにされる組織をめざして』であ
ります。
　これは、地域を代表する総合経済団体として、中小企業・
小規模事業者への積極的支援は然ることながら、当商工会議
所の強みでもあるネットワークを最大限に活用しながら、会
員事業所・関係機関と連携し地域経済の活性化に資すること
で、更に地域から頼りにされる組織づくりを目指していくと
いう決意を込めたものであります。

　本年も会員の皆様をはじめ、行政当局や関係機関、市民各
位のご理解とご支援を頂きながら諸事業を推進して参りま
す。 皆様方の一層のご協力をお願い申し上げます。

平成28年度
刈谷商工会議所事業計画

【主要事業】
１．中小企業・小規模事業者への経営支援
⑴経営体質の強化と人材育成支援

①現場の課題を解決に導く『刈谷モノづくり大学』の継続
実施
・専門家による安全管理、労務管理、販路拡大、生産管

理の重点指導
②現場を支える人材育成を目的とした『刈谷モノづくり大

学大学院ＭＢＡ』の支援強化
③中小・小規模事業の新分野進出に向けた支援継続

・新技術活用
・第二創業への取り組み支援（試作紹介・販路開拓等）
・海外ビジネス展開サポート（他機関連携での講習・相

談・視察等）
⑵会議所を中核とした支援施策の活用促進

①『消費税軽減税率・転嫁対策事業』の積極的な推進
②『マル経融資』制度の積極的活用
③行政機関の事業承継・拡充・創設等に関する融資
　・補助金の有効活用

⑶産学連携強化による地元中小企業への就業支援
①地元中小企業と地元実業高校を結ぶ人材マッチング
②地元出身大学生の地元中小企業への就労支援

２．活力あふれる地域社会創造への取り組み
⑴個店強化と集客力向上への取り組み支援

①『かりや商人大学』・『かりや商人大学大学院（専門コー
ス）』の継続
・事業主等が講師を務め、個店の魅力発信と市民の生活

文化向上
②10周年を迎える『一店逸品運動』の更なる充実・研修

内容の充実と商品の販路開拓・お店の信用力強化
⑵まちの賑わいづくりへの取り組み支援

①「刈谷産業まつり」「かりや商業まつり」の実効ある推
進

②地域経済に波及する観光振興の推進
　・商工会議所観光ネットワーク（日商）への参画と展開
③ 商店街・関係団体との連携事業推進

⑶地域の潜在活力向上への取り組み支援
①行政×地区×商店街との連携による都市計画づくり参画

・中心市街地活性化委員会など魅力あるまちづくり推進
② 結婚・出生数向上に向けた環境整備支援

・婚活支援への取り組み、ワークライフ・バランスの提唱

３．行政機関等への積極的な提言・要望
⑴国への税制改正・中小企業／景気対策等の提言・要望

①日商にて意見集約～日商会頭より政府へ申し入れ
②地元出身議員からの関連情報の先取り・理解促進

⑵県（一部国）へのインフラ整備・中小企業対策等の提言・
要望
①西三河商工会議所連合会とトヨタグループ協同による申

通常議員総会を開催
平成28年度事業計画並びに収支予算を承認

　去る₃月30日㈬午後₄時00分から、刈谷商工会議所大
ホールにて通常議員総会が開催された。総会では、平
成27年度 刈谷商工会議所事業計画・収支予算をはじめ、
上程されたすべての議案が原案通り可決承認された。
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し入れ
② 愛知県商工会議所連合会による申し入れ
③ 碧海５市商工会議所・商工会による申し入れ

⑶市、及び関係団体への提言・要望
①刈谷市へ中小企業対策・商工業振興・まちづくり等の提

言・要望
・定例・随時の諸会議・委員会・意見交換会による申し

入れ
②名古屋鉄道へ三河線利便性向上に向けての要望

４．社会貢献と企業ブランドの両立
⑴『安心・安全ネットワーク事業』の維持拡大

①警察の交通安全・防犯活動等への適宜適切な協力対応
②市民への防犯・交通安全に関する啓蒙活動

⑵『刈谷式ＣＳＲ／ＣＳＶ』実践による企業ブランド確立
①企業の社会貢献と社会福祉協議会など関係団体のマッチ

ング（ＣＳＲ）
②社会的課題に役立つ製品・サービスのＰＲ・促進支援
（ＣＳＶ）

③報道機関への効果的な広報支援による企業認知度向上
⑶東日本大震災被災地の復旧・復興支援

①被災地と当地域との積極的な相互販路拡大・地域交流へ
の移行促進

５．会員サービスの充実による満足度向上
⑴組織基盤の強化の為の会員企業の維持拡大

①事業所登録等の情報取集に基く未加入企業の会員勧誘
②役員・関連団体との協働による事業所紹介活動

⑵会員サービスの充実と財政基盤の強化
①プレミアム生命共済（従業員への福利厚生）の加入者特

典の拡大強化
②会員企業のメリット拡大に繋がる補償プラン導入拡大
③健康診断での新サービス提供による健診受診者の増大

・健康経営の考え方に基く従業員の健康増進への取り組
み提唱

④会館利用者増大に向けた活用の提案・懇親会のプロデュ
ース

⑤検定試験の受験者増大を推進
⑶運営基盤の強化と危機管理への対応

①各部会・青年部・女性会とのより一体感のある施策の推
進
・刈谷商工会議所女性会創立30周年

②衣浦定住自立圏構想における産業振興面での取り組み支
援

③会議所のリスクマネジメント・コンプライアンス遵守の
徹底
・関係業務におけるマイナンバー制度への対応

　刈谷中小企業相談所では、雇用を支え地域経済の活力の源
泉である中小・小規模企業の「新たな挑戦を支援」すること
と、「経営支援力の向上」という二つの課題に直面していま
す。
この課題を克服するためには、ワンストップ・ハンズオン機
能（窓口指導の充実・伴走型支援）の更なる充実強化が不可
欠であり、それに伴う多様な人材の育成が急務であります。
　具体的には、新たな視点と発想で大きな成果をあげている

「刈谷モノづくり大学」内に、労働保険からプレミアム共済
制度まで、保険に関する相談に総合的に応じる「保険の総合
相談窓口」を設置すると共に、複雑化、多様化する経営課題
に対して、ワンストップで相談に応じる「経営の総合相談窓
口」と「消費税軽減税率・転嫁対策相談窓口」を新たに中小
企業相談所内に設置して参ります。
　さらに、モノづくり大学教授陣の追加（弁護士、司法書
士、弁理士）により、専門家による指導内容の充実を図るな
ど、従来の枠にとらわれない積極的な支援策の構築を図って
参ります。
　一方、昨年度からスタートした「刈谷モノづくり大学大学
院（ＭＢＡ）」（現場を支える人材育成を目的）や「かりや商
人大学大学院」（個店の魅力発信の専門コース）については、
中小企業、特に小規模事業者の声に耳を傾け「現場主義」

「双方向主義」という行動指針のもと、大きな成果を残すこ
とができました。
　今後も、今まで以上に企業と相談所とが有機的に結び付く
ために「巡回指導、窓口相談」を活動の柱に据え、経営指導
員一人一人が多様化する小規模事業者の経営課題やニーズを
的確に把握すると共に、指導の現場で課題解決に向けた「最
適な処方箋」を描くことができるよう、これまで以上に人財
の育成と効果的な運営を図って参ります。

１．地域中小企業活性化支援事業
　経済環境が大きく変化し、中小・小規模企業を取り巻く経
営環境が極めて厳しい状況を打開するために様々な施策を講
ずると共に、選択と集中とのベストミックスを図ることによ
り、「刈谷モノづくり大学・大学院ＭＢＡ」では、中小企業
を支えている「人」を育てると共に、「モノをつくる力」、「新
たな付加価値を生み出す産業」に対して経験豊かな専門家を
直接派遣するなど、「モノづくりの現場」を元気にする取組
や創業支援など幅広く実施いたします。
　一方「かりや商人大学・大学院」は、「地域住民の需要」
に応じた事業内容を実施することにより、少子化・高齢化社
会等の社会課題に対応した「地域経済活性化」と「賑わい創

平成28年度
刈谷中小企業相談所事業計画
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出」を兼ね備えた取組となり、消費の拡大や生活文化向上に
大きく貢献する取組として実施いたします。

２．小売商業の活性化
　消費社会が成熟化した現在、顧客の価値観やライフスタイ
ルが多様化し、「物の豊かさ」から「心の豊かさ」へとニー
ズが変化するなど、「売り手主導」から「買い手主導」へと
消費が大きく変化している中にあって、小売商業の現状と消
費者ニーズの把握を踏まえた支援制度として、「かりや商人
大学・大学院」や「一店逸品運動」、「かりや商業まつり」等
の取組を通じて、お客様に「価値と感動」「魅力」を提供し、
地域経済活性化に資する環境づくりを積極的に支援して参り
ます。

３．国際ビジネスの支援
　経済活動のグローバル化に伴い、海外市場への進出や販路
拡大に取り組む中小企業に対し、様々な講習会を開催すると
共に、現地・現物・現実を詳しく知る手段として、海外視察
や現地の情報・人材・資金調達・税務面等の支援、進出後の
円滑なビジネス遂行の為の事業環境整備に向け、日本商工会
議所、（独）日本貿易振興機構（ジェトロ）、（独）中小企業
基盤整備機構、（独）国際協力機構（ジャイカ）など関係
支援機関との連携により支援して参ります。

４．巡回・窓口相談など相談指導の拡充と経営指導員の資質
向上

　小規模事業者の経営基盤強化を図る為、巡回指導や窓口相
談等を機能的かつ迅速に運営するために、巡回指導計画の立
案に際しては、刈谷地域の実情を鑑み「本来行うべき巡回指
導」と「中小企業相談所の事業計画（新たな挑戦を行う中
小・小規模企業をワンストップ・ハンズオンで支援）や重点
指導項目（労働保険の加入促進、労働安全衛生法遵守の為に
健康診断の普及拡大、雇用確保の為に福利厚生制度充実【プ
レミアム共済制度】の普及拡大等）に基づいた巡回指導」と
のマッチングを行うなど、効率的・効果的な巡回指導を行っ
て参ります。
　また、小規模事業者等の抱える経営課題が、年々「高度
化・専門化する課題」に対応するために、経営指導員の資質
向上と課題解決をねらいに、各種研修会や視察会等に積極的
に参加して参ります。

５．小規模２法の利活用・刈谷式ＣＳＲ、刈谷式ＣＳＶ活動
の展開

　小規模２法（基本法・支援法）が商工会議所に求める役割
を認識し、商工会議所ならではの中小・小規模事業者支援を
積極的に展開すると共に、消費者が安心できる企業を選択す
るモノサシの１つに、ＣＳＲ（企業の社会的責任）とＣＳＶ

（戦略的ＣＳＲ）が注目されていることから、刈谷式では、
「企業自身の価値を高め売上を伸ばす」取り組みと「企業が
追及する経済的価値（利益）と社会的価値を同時に実現」す

る取組についても積極的に支援して参ります。

６．中小企業者に対する金融制度のあっ旋
　厳しい経営環境の中で、中小・小規模事業者の資金繰り等
が極めて厳しい状況にあり、経営の安定に資するよう、(株)
日本政策金融公庫と協力して、マル経資金等の円滑な利用を
図ると共に、市と協力した商工業振興資金、県と協力した新
設備貸与制度等の円滑な利用、更には、愛知県信用保証協会
との連携による資金繰り支援に万全を期して参ります。

７．税務・記帳指導、専門指導の充実と各種講習会の開催・
情報の提供

　東海税理士会刈谷支部所属税理士の協力を得て、e－ｔａ
ｘを利用した個別指導会や「記帳から決算」までの一貫した
記帳継続（機械化）指導を実施します。また、税務関係団体
と協力して消費税対策等、税務知識の向上・税務行政の円滑
化に資する講習会、指導会等を積極的に開催致します。
　また、雇用情勢が厳しさを増す中、豊富な知識や経験を
持った専門家（税理士・社会保険労務士等）が相談に応じ、
相談者の課題を解決する為の個別指導を実施して参ります。
　さらに、企業経営者はもとより従業員の資質向上の為、専
門家を招いて講習会等を開催すると共に、諸施策の周知と速
やかな有効利用促進を図るよう、各種の情報を提供していき
ます。

８．行政・関係団体等との協力体制との強化と広域連携事業
の推進

　国（中部経済産業局）を始め愛知県、刈谷市や各種官公
署、関係団体等とスクラムを組み、小規模事業者の発展に資
する各種の事業展開を図ると共に、従来の行政枠を超えた広
域的な視点での近隣の商工会議所、商工会との連携を更に推
進して参ります。

９．企業動向調査研究事業
　経営指導に資する調査・研究を実施し、今後の小規模事業
者に対する施策立案に供します。

10．中小企業活性化委員会・その他経営改善普及事業に伴
う必要な支援事業

中小企業活性化委員会では、相談所業務全般に渡る意見を戴
き、その他、小規模事業経営支援事業費
補助金交付要綱に添い地域のニーズに応じた事業の展開を図
ります。
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一 般 会 計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
会 費 64,000
事 業 収 入 24,300 検定料ほか
市 補 助 金 12,750
事 務 受 託 料 2,000 各種団体より
繰 入 金 20,700 共済会計より
雑 収 入 6,000 配当金ほか
繰 越 金 22,000 平成27年度より

合 　　計 151,750

支出の部
 科　　目  予 算 額 備　　考

事 業 費 78,500 各種事業
給 与 費 28,300
福 利 厚 生 費 7,500
旅 費 2,000
事 務 費 16,900
会 議 費 3,400
渉 外 費 800
公 課 分 担 金 5,200 法人県市民税ほか
福 利 環 境 整 備 費 2,000
財政調整基金繰出金 6,000
雑 費 1,150

合 　　計 151,750

　特定商工業者　特別会計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
負 担 金 2,500
繰 越 金 800 平成27年度より

合 　　計 3,300

支出の部
 科　　目  予 算 額 備　　考

事 業 費 570 法定台帳印刷費ほか
給 与 費 2,050
福 利 厚 生 費 350
事 務 局 費 320
雑 費 10

合 　　計 3,300

　労働保険事務組合　特別会計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
事 業 収 入 3,600
労 働 保 険 料 38,000

合 　　計 41,600
支出の部

 科　　目  予 算 額 備　　考
事 務 費 900 通信費ほか
労 働 保 険 料 38,000
繰 出 金 2,700 一般会計繰出金

合 　　計 41,600

　相談所　特別会計　
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
国 ・ 県 補 助 金 33,700
市 助 成 金 13,200
繰 入 金 12,000 一般会計より
事 業 収 入 2,000 記帳継続指導料などの受

講料 ほか

雑 収 入 10
繰 越 金 3,000 平成27年度より

合 　　計 63,910

支出の部
 科　　目  予 算 額 備　　考

事 業 費 16,290 講習会、ほか

給 与 費 35,700
主席・主任設置費 240
福 利 厚 生 費 6,100
旅 費 400
事 務 費 2,780
会 議 費 100
福 利 環 境 整 備 費 2,000
雑 費 300

合 　　計 63,910

　共済制度　特別会計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
手 数 料 収 入 34,600
特 定 退 職 金 共 済 215,000
雑 収 入 300
繰 越 金 5,400 平成27年度より

合 　　計 255,300
支出の部

 科　　目  予 算 額 備　　考
事 業 推 進 費 6,000 加入勧奨推進費
給 与 費 16,000
福 利 厚 生 費 2,500
事 務 費 1,400
特 定 退 職 金 共 済 211,000
繰 出 金 18,000 一般会計へ
雑 費 400

合 　　計 255,300

　会館管理　特別会計
収入の部 （単位：千円）

 科　　目  予 算 額 備　　考
貸 室 料 10,500
会 議 室 使 用 料 6,500
事 務 所 費 9,720 一般、相談所、特商、共

済各会計より繰入
太 陽 光 発 電 収 入 2,500
雑 収 入 50
繰 越 金 6,000 平成27年度より

合 　　計 35,270
支出の部

 科　　目  予 算 額 備　　考
給 与 費 2,500
福 利 厚 生 費 300
管 理 費 22,200 電気料、機械保守料、営

繕費など
補 修 準 備 金 10,000
雑 費 270

合 　　計 35,270

平成28年度　収支予算報告
（平成28年４月１日から平成29年３月31日）　

３月30日開催の通常議員総会で承認された一般会計・
特別会計の予算は、次の通りです
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　刈谷商工会議所　大会議室にて運営委員会が開催され、議題について事務局から趣旨説明し、委員
各位から貴重なご意見と助言を頂いた。
　　議題　１）議員総会提案事項
　　　　　　　①平成28年度　事業計画の件
　　　　　　　②平成28年度　収支予算の件

 ③労働保険事務組合の事務処理規約改正と
特定個人情報の事務取扱規程の制定の件

　　　　　２）常議員会審議事項
　　　　　　　①新入会員承認の件
　　　　　　　②正職員の給与規則の一部改正の件
　　　　　　　③事務規則の一部改正の件
　委員会で審議、承認頂いた内容は３月30日㈬開催の常議員会・議員総会に議案として提案するこ
ととなりました。

運営委員会開催（３／９）

平成27年度下期中小企業活性化委員会開催（3／24）
　去る３月24日㈭、刈谷商工会議所大会議室に於いて、中小
企業活性化委員会（委員長：鈴木豊 副会頭)が開催された。
　この委員会は、中小企業相談所が実施する様々な業務につい
て、より効率的で効果的な事業の展開を図ることを目的に設置
され、世界的な潮流変化の影響を受け、非常事態に直面した地
域経済の活力を維持し、雇用を支える中小・小規模企業を守る
ための様々な施策について、その効果や今後の展開方法など、
多方面に渡る助言や提言を戴いております。
　当日は、小規模事業者の経営基盤強化を図るために実施する

「巡回指導」や「窓口相談」、刈谷地域の実情を鑑み事業計画に沿って実施された様々な事業活動につ
いて、今年度の取組状況や活動の成果について報告が行われた。
　一方、平成28年度の事業計画について、具体的には、新たな視点と発想で大きな成果をあげてい
る「刈谷モノづくり大学」内に、労働保険からプレミアム共済制度まで、保険に関する相談に総合的
に応じる「保険の総合相談窓口」を設置すると共に、複雑化、多様化する経営課題に対して、ワンス
トップで相談に応じる「経営の総合相談窓口」と「消費税軽減税率・転嫁対策相談窓口」を新たに中
小企業相談所内に設置し、さらに、モノづくり大学教授陣の追加（弁護士、司法書士、弁理士）によ
り、専門家による指導内容の充実を図るなど、従来の枠にとらわれない積極的な支援策をスピード感
をもって実施していくことで満場一致で承認されました。

グッドローム（加藤労務管理）

⒈ ＩＣカードによる
　 クラウド勤怠管理
⒉ 就業規則の作成
⒊ ジョブカード活用の採用育成
⒋ 労務に関するご相談
⒌ 求人手続き代行
⒍ 各種助成金手続き代行

事務所／刈谷市半城土中町３丁目17番地11
TEL 0566-24-3948　FAX0566-24-3762

katoromu21@katch.ne.jp 
http://www.katch.ne.jp/̃katoromu21/

太田商事株式会社
本社／ 刈谷市南桜町1丁目73番地

℡056 6（23）5835

泉石油株式会社
本社／ 刈谷市南桜町1丁目25番地

℡056 6（23）5837

株式会社 和泉屋
　本社／ 刈谷市南桜町1丁目25番地

℡056 6（23）5838
http://www.ota-shoji.co.jp

360年の信
用堅実で未来にはばたく
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　去る３月７日㈪、刈谷商工会議所 特別会議室にて部会長会議が開催された。部会長会議では、
各部会役員会での討議結果をふまえて、
　①平成27年度の事業報告と収支決算報告
　②平成28年度の部会別事業計画（案）と各部会への事業費配分
が審議された。
　今後、５月に開催される各部会定期総会において、より具体的な事業計画と予算案が提案、審議
される予定である

部会長会議開催（3／7）

■ 各部会の定期総会日程
部　会　名 日　　程

工 業 第 一 部 会 ５月　１１日（水）
工 業 第 二 部 会 ５月　１３日（金）
商 業 第 一 部 会 ５月　１２日（木）
商 業 第 二 部 会 ５月　１２日（木）
サービス第一部会 ５月　１０日（火）
サービス第二部会 ５月　１６日（月）

部会長会議の様子

国税専門官採用試験受験者募集案内
刈谷税務署からのお知らせ

税務職員募集（大学卒業程度）
職 種 国税専門官

受 験 資 格

①昭和61年４月２日～平成７年４月１日生まれの者
②平成７年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者
・大学を卒業した者及び平成29年３月までに卒業する見込みの者
・人事院が上記に掲げる者と同等の資格があると認める者

申 込 期 間 【インターネット】平成28年４月１日㈮午前９時～４月13日㈬受信有効

試 験 日
第１次試験　平成28年５月29日㈰
第２次試験　平成28年７月12日㈫～７月20日㈬のうち指定する日

問い合わせ先 名古屋国税局　人事第二課　試験係　TEL052︲951︲3511（内線3450）
国税庁ホームページの名古屋国税局コーナー（http://www.nta.go.jp/nagoya）
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☆かりや商
あ き ん ど

人大学・大学院講座大好評☆

野村證券株式会社 刈谷支店 支店長 市 川 紀 征 氏

刈谷警察署　生活安全課　課長 日 下 誠 氏 株式会社近藤組 住宅事業部住宅課 課長 桜 井 真 悟 氏

40名の方々にご参加頂きました

　かりや商人大学は、「今日から株主を目指すために！！～ゼロから学ぶ株式投資の基礎の基礎～」をテーマ
に野村證券株式会社 刈谷支店 支店長 市川 紀征 氏を講師にお迎えし、平成28年３月２日㈬当商工会議所２
階大ホールに於いて、定員を大幅に超える40名の参加により開催致しました。
　講座では、今日から投資家を目指す多くの市民が「株式の発行や取引の仕組み」、「株式投資を行う際のメリ
ット・デメリット（リスク）」、「楽しみの１つの株主優待について」、「株式投資のポイント」、「株式の注文の
仕方、株価の見方」など、株式投資の基礎について勉強して頂きました。
　参加者からは、「株式についての基本や仕組みなどについてよく分かりました。これから株をはじめてみた
いと思います」、「株式のいい点、気を付ける点などを知ることができて良かった」、「株主優待について気にな
っていたので、詳しく聞けて良かった」など、多数の方から「株式の基本が分かって良かった。これから勉強
したい」と感想を頂き、大好評の講座となりました。

　かりや商人大学では、「新築するなら、リフォームするなら“防犯住宅にしませんか？ ”」をテーマに、平成28年３月８日
㈫当商工会議所２階大会議室に於いて定員を大幅に上回る25名の参加により開催致しました。
当日は、刈谷警察署 中村 隆則 署長のあいさつに続き、 生活安全課 日下 誠 課長より、最近の住宅関連に関する被害状況や
防犯住宅の有効性について具体的な犯罪手口を交えご教授戴きました。
　続いて、『防犯に強い家づくり』を建築している株式会社近藤組 住宅事業部住宅課長 桜井 真悟 氏（愛知県住宅防犯対策
協議会正会員）より、「侵入を未然に防ぐための屋外・玄関・窓ガラス対策」、「防犯住宅認定制度の概要」、「“予知防犯（防
犯意識・防犯知識・防犯対策）”の３つのポイント」等、映像や事例を基に、少ない予算で実現可能な『防犯に強い家づく
り』についてご教授戴きました。
　講座後半には、“防犯砂利”や“防犯ガラス”を使い、防犯対策商品の防犯性の高さを実演され、参加者は『目から鱗』と驚
いていました。
　また、参加者からは、「集合住宅に住んでいるので、自分にはあまり関係ないと思っていたが、説明を聞いて自分にも関
係があると分かって良かった」、「刈谷市は住みやすいが、犯罪も多いということが分かったので、帰ったら我が家の防犯状
況を確認したいと思う」、「防犯対策とよく聞くが、具体的な対策例が聞けて良かった」などの感想を頂くなど、大好評の講
座となりました。

市川 紀征 氏野村證券株式会社 刈谷支店 支店長

日下 　誠 氏刈谷警察署　生活安全課長
桜井 真悟 氏株式会社近藤組　住宅事業部住宅課長

今日から投資家？ 株式投資の基礎を学ぶ

防犯住宅にするメリットを伝授


